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              英国人宣教師 M.A.バーネットの生涯 





聖書のことば 信仰宣教団体(Faith Mission) 貧しい労働者 戦争 
 
要旨 
 本研究ノートは 1917 年 12 月に日本伝道隊の宣教師として来日
し，以来 34 年にわたり栃木，群馬，埼玉県など「中央日本」の宣
教にかけた英国人女性 M. A.バーネット(Marguerite Amy Burnet)
の生涯を明らかにする。 
 バーネットの宣教師としての活動は栃木県足尾に始まり，ここ
で生まれたビジョンにより，自身の手で設立した The Central 










 1951 年 7 月 2 日前橋市百軒町(現在の朝日町)445 番地の宣教師館で一人の英国人女性宣
教師が地上の生涯を終えた。名は M.A.バーネット，72 年にわたる生涯のおよそ半分を群
馬をはじめとする「中央日本」の宣教に献げた２)。 
 バーネットの働きは自らの手によって 1925 年 5 月イギリスで結成した The Central Japan 
Pioneer Mission (中央日本開拓伝道団(以下 C.J.P.M.))を通じて行われ，開拓伝道の結果誕
生した教会は日本人の団体，福音伝道協会(以下「協会」)を結成した３)。バーネットが伝
えたキリスト教の特徴は C.J.P.M.の宣教報告「The Central Japan Pioneer」(以下「C.J.P.」)
の「原則(Principles)」に外国人，日本人に関わらず働き人(worker)に「原典において聖書





















 来日までのバーネットの歩みを第二次世界大戦下の日本で自ら書いた「 AN 
AUTOBIOGRAPHY（自伝）」(以下「 」＊は「自伝」のからの引用)により検討する７)。 
















 父の転任により 15 歳でイギリスに戻り，ロンドン東方 20 マイルにあるエセックス州の
チルダーディッチ(Childerditch)の村に住み，近く町ブレントウード(Brentwood)の私立学校
に 3 年間通った。1893 年頃の入学であろう。しかし，この学校は「世俗的な高教会(High 
Church)のようで，助手の先生は明らかに現在では近代主義者(a Modernist)とされるべき考
















 26 歳となる 1904 年 8 月，父親の留守中の代理牧師として訪れたロクム・テメンス(Locum 
Temens)夫妻との出会いが，バーネットの人生に大きな影響を与えた。夫はインドの牧師





夫人が残していったリーダー・ハリス夫人(Mrs. Reader Harris)の『Spirit Pictures』という本




2 はローマ人への手紙 6 章，ガラテヤ人への手紙 2 章 20 節にあるように，自分はキリスト
と共に十字架につけられ葬られ，よみがえらされたものだと計算しました。このことは充












働きを重んじる「霊的福音主義者(the spiritual evangelicals)の働き」＊と理解した。 
 宣教師への願いを持ったバーネットは「父を一人残して外国に行くことは神の御心では
ない」＊と考え，その牧会を助けながら海外宣教を支援するために活動した。まず英国聖
公会宣教協会(The Church Missionary Society (以下 C.M.S.))を支援，続いて 1907 年，友人
と「外国宣教のための執り成しの月例集会(a monthly Intercessory meeting for Foreign 
Missions)」＊をつくり，超教派のさまざまな信仰宣教団体(Faith Mission)の代表を招いて講
演会を開催した 12)。その中に日本伝道隊(the Japan Evangelistic Band(以下 J.E.B.))があった
13)。1908 年頃から日本への関心を深め，日本に関する宣教師の学習会も指導した。1912
年には父の牧師引退を期に彼女は学校の教師を辞め，イングランド中部のレスタシャー州
レスター(Leicester)に移り，教会のための C.P.A.執事(C.P.A.Deaconess for Christ Church 
Leicester)として学生時代からの念願であったスラム街で働いた 14)。「ここでの 5 年間が私
の外国宣教のための訓練を完全なもの」＊にしたと述べている。1915 年にはダービーシャ
ー州ソニック(Swanwick)で行われた J.E.B.の聖会に初めて参加，「内住の罪から全く救わ
れる(the full deliverance from indwelling sin)」＊「聖化」に関わる新たな体験により「ヨハネ
の第 1 の手紙 1 章 7 節，ガラテヤ人への手紙 2 章 20 節の豊かな意味(the full meaning)を本





た。来日途上 39 歳の誕生日を迎えていた。 
 
２ 日本宣教開始 
(1)Glynn Vivian Miner's Mission の宣教地栃木県足尾 
 来日後バーネットは一時東京の赤坂氷川町に滞在し，日本語を学び赴任にそなえた 16)。
後に「C.J.P.」創刊号に載せた「The Central Japan Pioneer Mission．A PERSONAL 
TESTIMONY.(以下「証」)」(以下「 」※はこの「証」からの引用)で最初の赴任地足尾に
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J.E.B.の年会で足尾行きを決意した。当時足尾の赤沢にはグリン・ビビアン鉱夫宣教団
(Glynn Vivian Miner's Mission (以下 G.V.M.M.))の資金で建てられた教会堂があり，J.E.B.
派遣の日本人伝道者が働いていた 19)。決意 6 ヶ月後の「非常に寒い雪の日」※に足尾に到























Vivian Miners’Mission Extension Work”)」※とする「暫定協定(a modus vivendi)」※をG.V.M.M.








で 10 日間の天幕伝道を行った 27)。その後バーネットが住まいとした南裏三丁目の貸家の
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一階を教会とし日曜礼拝などが定期的に行われ，12 月には 3 名が受洗した 28)。太田の天幕
伝道には新田郡尾島町から既に信仰を持っていた 3 名が来会しており，その年の夏尾島に
講義所が開設された。一方館林でも J.E.B.から来た佐野茂理冶が開拓伝道を行い，10 月の
天幕伝道では 60 名の求道者が生まれた 29)。こうした急速な宣教の進展により，独立の宣
教団体(a separate mission)の設立が必要と考えたバーネットは，翌 1925 年 1 月オーストラ
リアまでの切符を持ち出発，アメリカ，カナダを経由してイギリスへ向かった 30)。直接帰
英しなかったのは帰途，新宣教団の設立に必要な活動を行うためであった 31)。こうして同
年 5 月レスターで，C.J.P.M.を G.V.M.M.から分離し，バーネットは最高責任者である管理




が作られ，C.J.P.M.は一つの信仰宣教団体(a Faith Mission)となった。 
 バーネットの在外中 1925 年 4 月尾島で，7 月には佐波郡境町で天幕伝道が行われた。尾
島では近くの製糸工場から多数の工女が参加したが，彼女らは新潟から来た出稼ぎ労働者
であり，その後の天幕伝道では山形県など東北地方の出身者も加わった。境町では子ども
の集会に 400 名が参加し，準備した座席が足りなくなるほどであった 35)。彼女はこうした
日本からの情報を得ながら，1925 年秋から翌年春にかけてイングランド，スコットランド
各地の祈りのサークル(Prayer Circles)を回り組織づくりに努めた 36)。この結果 1926 年 7
月の時点で「申し分のない数のサークルが作られており，リストは本部で表にまとめられ」
たとした 37)。その後イギリスでの働きをキリスト者同盟(the Christian and Missionary 
Alliance)のイングランド代表者で，総括書記(General Secretary)に就いたレスターの E.M.
エリソン(Miss E.M.Ellison.)に委ね，翌年 5 月 15 日イギリスを発ち，6 月にはニューヨー
クで開かれたキリスト者同盟の年会(the Annual Council Of the Christian and Missionary 
Alliance)に参加した 38)。そして 3 ヶ月後 9 月には西海岸ロサンゼルスに達していた。この









 バーネットは 1926 年 9 月末に帰日し，年内に太田から館林の鍛治町 1603 番地(現本町 2
丁目)に移り住んだ。館林は東武鉄道により東京へのアクセスも良好で栃木，群馬，埼玉に
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(3)The Central Japan Pioneer Mission の管理者 
 1927 年 3 月 19 日から 21 日まで，新田郡薮塚温泉で C.J.P.M.第 1 回の年会を開催した。
これは「宗教を取り締まるための」「新しい議案が法律になったときに政府に承認さるよ
うに」「協会」の設立も進められており，所属教会として最初の集会でもあった 41)。この






年 11 月 1 日には前橋百軒町に教会を兼ねた日本人伝道者の養成機関，聖書学寮(the Bible 
school)の開校が加わった 44)。既に 1927 年 7 月号「C.J.P.」では前橋を群馬県の政治の中心
地であるが「明確な福音的教会がない」と紹介し，開拓伝道のため財政支援を海外に呼び
かけていた 45)。ここでは舟喜が中心となり伝道者養成の訓練(Training)を行い，追ってバ
























いる 51)。宣教を進める上で御真影，神社神道を手強い相手と捉えていた 52)。 
1927 年 6 月にはパーや佐野茂理冶らと埼玉県羽生の開拓伝道を行い，来日時に記憶され
た埼玉県の伝道が開始された。その結果 1928 年 6 月には男性 5 名が受洗した。利根川で行
われた洗礼式の喜びを，稲の苗間と桑畑の「四方八方に芽を出している新しい命が，この
小さな人々の群れの心に起こった新しい生命への霊的復活にふさわしい象徴のように思え




を含め，計 6 回海外を旅して協力を訴えた。1928 年 9 月行われた 3 度目の旅，代表者の旅
(Deputation tour)では出発に当たり，まず C.J.P.M.結成 2 年半を回顧，聖書学寮の開校，前







する二島の 17 ヶ所(17 名)に現地書記(Local Secretary)が置かれるなどの成果があった 56)。







半で 92 人，8 年半後の 1933 年末で 420 人となった 59)。 
 
(4)宣教圏の拡大と困難 
 1931 年 6 月に始まった高崎の開拓伝道にはバーネットも参加して行われた。同年 9 月 1
日の上越線全線開通を控えた高崎は，隣接県への連絡駅を持つ町として発展が期待され，
特に製糸工女伝道などを通じて関わりができた新潟県への伝道も視野に入ることとなる。
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この年は上越沿線の群馬県沼田でも伝道が開始され，宣教はさらなる拡大の段階に入ろう
としていた。ところが 9 月 18 日満州事変が勃発，兵営のある高崎では満蒙の既得権益確保
などを目的とする民間団体，国民国防同盟会が発足，11 月 3 日の発会式は「遠くは利根，
吾妻，邑楽，方面より集まる老若男女の數合せて一萬二千有余，本市有史以来と稱せらる」







であろう聖書学寮での発言である 62)。また 1933 年 2 月号「C.J.P.」では「現在，満州は以
前より一層日本の影響が強まっています。それは日本が１億２千万の人々の運命を支配し
ていると言って差し支えありません」とし，日本の支配拡大に合わせるかのように新潟，
富山，石川，山形四県への宣教拡大のビジョンを紹介した 63)。一方 1929 年に起こった世
界大恐慌の波が C.J.P.M.の財政を圧迫しはじめていた 64)。このため 1934 年 7 月からアメリ








った 66)。バーネット留守中日本に残る「Miss パーと Miss トマス，この 2 人には非常に多
くの祈りが必要です。それは高崎の大きな重荷に加えて，私が留守の間組織を運営するこ
とになるから」と伝えている 67)。 
 この 4 度目の旅ではアメリカの西海岸から東部，南部に至る広範囲な地域を旅した。訪
問した都市は 15 を超え，これによってアメリカで C.J.P.M.の組織化が進んだ 68)。またカナ
ダではエドモントン(Edmonton)とカルガリー(Calgary)で現地書記が置かれ，帰英後はイン
グランド，スコットランドの広範囲な地域を巡回した。しかし，バーネット在英中の 1936
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に懸念を示した 69)。この時バーネットは 50 代半ば過ぎており，2 年近い旅は過酷であっ
たに違いない。旅の最中の 1935 年春，新潟県三条，小千谷などの開拓が行われ，11 月号
「C.J.P.」から新潟，富山，石川，山形四県が C.J.P.M.の宣教圏に組み入れられた。1936 年




３ 戦争と宣教   
(1)反英と反日の間 














リアに向け神戸港を出発し,アメリカ大陸，イギリスを巡回，帰日後の 1939 年 7 月号「協
会」機関誌では「日本に於ける救霊の重荷を傳へ」るため「支那事變の眞中，支那のデマ
に迷はされた人々，それに無理解を加え相當激しい悪条件のもとに」旅したと記している
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る友は，ここでの過ぎ去った 2 年半の戦争における私たちの困難をよく理解してくださる
でしょう」と日中間の戦争が始まって以来の思いをバーネットは伝えた 79)。折しも 10 月
のある日曜日，出席した前橋教会の集会で監視の目を向ける憲兵の存在に気づいた。「彼
らは日本の他のところで宣教師と相当な騒ぎを起こした集団」と伝えた 80)。こうしたなか
でも「本年最初の降雪にて足をうばわれ困難なりしも」11 月 26 日から三日間，新潟県長
岡の開拓伝道応援のために出かけた 81)。 












 バーネットは 62歳となる 1940年 6月 22日横浜から船出しアメリカ，カナダへ出かけた。
旅の目的は，前年落ち込んだ財政支援と宣教師派遣の要請であった。出発に際し「「弱い
私も唯願ふは，私の為めに御祈りを願ふ」と言い残し」，1917 年来日時に太平洋を渡った
エンプレス・オブ・ルシア号(Empress of Russia)に乗船した 84)。すでに 1938 年 11 月，第
一次近衛内閣は中国大陸での戦争目的を東亜新秩序建設とする声明を発表，以来日英に加
え日米関係も悪化していた。この頃宗教界は 1939 年 4 月に公布された宗教団体法の施行に
向けて動いていた。この法律は宗教団体に法人格を与える一方，政府の監督，統制下に置
こうとするものであり，「協会」も法人格を得べく準備を進めた 85)。ところが 1940 年 4
月 1 日施行の二ヶ月後 6 月 12 日，文部省は教団の認可基準を教会数 50，信徒数 5,000 と通





日本の教会として形成するという動き」となり，1941 年 6 月 24 日の合同教会，日本基督
教団創立総会に至った 88)。この動きに対し「協会」は 1941 年 4 月から自給体制に移った
ものの合同の動きに加わらず，非法人単一の宗教結社として独自の道を選択しようとした
89)。8 月帰日予定としたにも関わらず，日本基督教団の創立総会が迫る 6 月 19 日バーネッ
168 共愛学園前橋国際大学論集 No.17 
 
トは横浜港に到着した 90)。そして 8 月号の「C.J.P.」で留守中の 1 年間の状況を分析し日
本残留の意志を示す。まず同年 4 月末現在，日本に残っているプロテスタントの宣教師は








ガラテヤ人への手紙 2 章 20 節の意味するところにおいて真実な実験済の知識です」と呼び
かけた 94)。しかし 7 月 25 日アメリカは在米日本資産を凍結，これに英蘭も追随，日本は
応酬した。海外からの送金は途絶し，以後の生活さえも危ぶまれた 95)。 




















 1941 年 12 月 8 日日本軍のマレー半島に上陸により日英は開戦し，ハワイ真珠湾攻撃で
アメリカとの戦争も始まった。この日をバーネットとパーは前橋百軒町の宣教師館で迎え
た。「戦時下の日本で」に記すところでは，翌日特高警察が来て家宅捜索の上，地図や写




を桐生のカトリックのフランス系カナダ人神父 2 名と，草津にいる英国人ネトルトン(Miss 
Netteton)の計 5 人の抑留所として使うことが申し渡された 102)。以後外諜容疑者としての抑
留生活が始まった。警察の監視官が宣教師館の玄関脇の小部屋にいて彼女たちを見張って
いたと「戦時下の日本で」で述べている。翌年 3 月 20 日には外諜容疑者のまま抑留解除と
なり，以後制限つきながらも外出が許されるようになった 103)。しかし噂には聞いていた
日英交換船龍田丸は 1942 年 7 月 30 日横浜を出航，これには在日大使クレギーも乗船して
いた 104)。結果的に一回限りとなった交換船でバーネットらは帰英できず，「二度目の交
換船で帰れることを期待し」(「戦時下の日本で」)ながら終戦まで日本に留まることとな













































を持ちながらアメリカ大陸を横断，ニューヨークで合流し船出した二人は，翌年 2 月 12
日イングランド南部の港町サザンプトン(Southampton)到着した 114)。バーネットは帰英途
上で 67 歳の誕生日を迎え，1935 年春以来およそ 11 年ぶりに英国の地を踏んだ。 
 帰英して 10 ヶ月後の 1946 年 12 月 7 日，バーネットはヒースロー空港からシカゴへ向か





























 1947 年 6 月 13 日横浜に到着したバーネットらは，その夜多数の信者が出迎える前橋駅
に降り立った。そして 6 月 21 日からは焼け残った前橋の聖書学寮で行われた年会(Annual 











際問題として国全体で焼けて再建された住居の割合は 1/4 のみ，即ち破壊されたおよそ 200
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った状況ではあろう。だがここに「神の支配する御手」を見出しただろうか。  
 帰日 2 年を過ぎた 1949 年の冬頃からバーネットの身体に衰えがみられるようになった。









された。「地上の生涯 72 才，日本の伝道の為に 34 年の間つくされた。生前の願いの通り
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注 
(１)The Central Japan Pioneer Mission とその宣教から生まれた福音伝道協会の位置づけに
ついては中村敏著『日本における福音派の歴史－もう一つの日本キリスト教史』(いのちの
ことば社 2000 年 110～114 頁)を参照。また福音伝道協会の後身，福音伝道教団も加盟
し，1968 年に結成された福音派の団体日本福音同盟(J.E.A.)の創立宣言に「聖書をことごと
く神の言と信じ，これを信仰と生活のうごかすべからざる基準」(日本福音同盟発行『日本
の福音派－日本福音同盟 15 周年記念』いのちのことば社 1984 年 153 頁)とあり，福音
伝道教団「教憲」第一条では「旧新約聖書六十六巻は，神の霊感によるもので誤りのない
神のことば」(宗教法人「福音伝道教団」教憲 第一条 1981 年)としている。 




(３)福音伝道協会の後身，現在の福音伝道教団は関東地方に 55 教会と伝道所，1310 名の
会員を有する(『キリスト教年鑑』キリスト新聞社 2016 年)。 
(４)「Principles」「C.J.P.」Vol.Ⅰ. No.1  OCTOBER,1925. 




源可能とする(東京神学大学神学会編『キリスト教組織神学事典』教文館 1972 年 149～
150，152 頁)。用語としての根本主義の出現は 1909 年に遡るとされるが，イギリスのキリ
スト教界で採用されていない呼称である(J.I.パッカー著，岡田稔訳『福音的キリスト教と




の伝統的教理を再解釈した。日本では 19 世紀末に新神学として紹介された。 
(７)「自伝」執筆時の立場を「手続き上捕虜(technically a prisoner of war)」としている。 
(８)バーネット誕生の次第は「福音伝道教団史年表」『教団史年表・写真集 福音宣教六
十年の歩み』所収 宗教法人福音伝道教団 1989 年 122 頁による。 
(９)J.H.R.ムアマン著 八代崇 中村茂 佐藤哲典訳『イギリス教会史』聖公会出版 1991
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ハリス夫人とつながりを持っていたとしている。 
(11)国会図書館のホームページ，リサーチ・ナビ (「Explore the British Library」
http://explore.bl.uk/primo_library/libweb/action/search.do?dscnt=1&fromLogin=true&dstmp=1453
947303323&vid=BLVU1&fromLogin=true)から検索した結果，『Spirit Pictures』は Mary G. 
HARRIS, Mrs.著『Spirit Pictures of the Pentecostal Blessing.』ではないか。 
(12)信仰宣教団体は教派に頼らず個人的な自由献金により支えられた。ジェームズ・ハド
ソン・テーラー(James Hudson Taylor)設立の中国内地伝道団(C.I.M.)はその代表例である
(中村敏著『世界宣教の歴史 エルサレムから地の果てまで』いのちのことば社 2006 年 
119～130 頁)。バーネットもこの団体とのつながりをもっている。 
(13)1903 年夏 C.M.S.の宣教師 B.F.バックストン(Barclay Fowell Buxton)と彼の島根県松江
伝道の協力者 A.P.ウィルクス(A.Paget Wilkes)がイギリスの教職，信徒の協力で作ったワン
バイワン・ミッションの日本支部を翌年日本伝道隊とした(日本キリスト教歴史大事典編集










れば公認の会計担当執事ということであろうか。Christian Police Association の略も可能か。 
(15)ウィルクス三度目の来日時 1910 年 4 月～1912 年 6 月の記録が『MISSIONARY JOY IN 
JAPAN －MY DIARY IN JAPAN by PAGET WILKES』として 1913 年ロンドンで出版され
ている。ここには高等批評の影響を受けた日本のキリスト教界の状況が記されており，こ
うした書物から日本の情報をつかんだと考える。本書は阿部赳夫訳『日本伝道日記』(いの
ちのことば社 1978 年)として日本語に翻訳，出版された。 
(16)東京のバーネットの住所は前掲注(８)「福音伝道教団史年表」(123 頁)による。 
(17)「The Central Japan Pioneer Mission．A PERSONAL TESTIMONY.」「C.J.P.」Vol.Ⅰ. No.1  
OCTOBER,1925.   
(18)舟喜麟一「恩師の面影」舟喜麟一編『M.A.バーネット師の遺稿と生涯 今尚語る信仰
の人』所収 福音伝道教団 1951 年 57 頁 
 バーネットの「気管支炎」は足尾での生活が原因か，もともとその傾向があったのかは
不明である。舟喜麟一は 1889 年 3 月 28 日金沢に生まれ，石川県士族であり，1918 年日本
伝道隊神戸聖書学校を卒業し伝道者となっている(舟喜麟一「履歴」「昭和 9 年「社寺 教
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会講社」群馬県立文書館所蔵 行政文書 1232 2/3)。 
(19)「The International Miner's Mission」のホームページ「http://www.minersmission.com」の




年 2 月 18 日としている。しかし足尾行きを決意したのが 1919 年春の年会であり，6 ヶ月
後の「雪の日」となると 1919 年 11 月または 12 月となろう。 
(21)早乙女雅彦「バーネット先生の思出」『キリストの馨り M.A.バーネット師の追想』
(以下『馨り』)所収 福音伝道教団 1951 年 
 本書はバーネット召天後，ほどなく発刊された回想集である。 





本図書センター 1994 年)の栃木県分(106～108 頁)には足尾教会の記載はない。 
(23)「THE LATE Rev.Charles Inwood, D.D. A Tribute from Japan. By MISS BURNET.」




(24)前掲注(22)「A Retrospect. by Miss Burnet」 
(25)「暫定協定」とは「足尾の伝道に余分が出れば，開拓伝道のために使用してもよい」(吉
村房次郎「福音伝道教団の源流をたずねて④」「神の福音」第 365 号 1981 年 3 月)とい
う G.V.M.M.の承諾があったとする言い伝えがある。このことであろうか。 
(26)｢AT THE CRADLE OF THE C.J.P.M.」「C.J.P.」Vol.ⅩⅦ. No.4. NOVEMBER,1947. 
(27)天幕伝道の期間は前掲注(８)「福音伝道教団史年表」(124 頁)による。「Laying the 







(28)小澤貞子「教会紹介 太田キリスト教会」「神の福音」1977 年 12 月号 
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(29)「Laying the Foundations The Opening of Tatebayashi.」，「C.J.P.M. Notes. 1, Our 
Ebenezer.」及び「A SEEKING BUDDHIST PRIEST」「C.J.P.」 Vol.Ⅰ. No.1. OCTOBER,1925. 
 「C.J.P.」1926 年 10 月号まで舟喜，佐野ら C.J.P.M.の伝道者に「J.E.B.による貸与(lent by 
J.E.B.)」と記載されていた。翌年 1 月号からはこの表記は消える。 
(30)前掲注(18)舟喜麟一「恩師の面影」56 頁 
(31)「Letter from Miss Burnet. “Berachah” Nyack, New York. June 5th 1926.」「C.J.P.」 Vol.






ドでチャールズ・インウードが就いた(「C.J.P.」 Vol.Ⅰ.No.1. OCTOBER,1925.)。 
(33)創刊号からの「C.J.P.」に「EVANGELICAL AND UNDENOMINATIONAL. Working in 





(35)「Progress at Ojima.」及び「THE TENT MISSION AT SAKAI.」 「C.J.P.」 Vol.Ⅰ. No.1. 
OCTOBER,1925.  
 尾島の製糸工場伝道は拙稿「福音伝道協会のキリスト教伝道と製糸工女－宣教報告「The 
Central Japan Pioneer」による－」(『群馬文化』319 号 2014 年 39～41 頁)を参照。 
(36)「C.J.P.M. Notes. 2. Prayer Circles.」「C.J.P.」 Vol.Ⅰ. No.2. JANUARY,1926. 
  既存の祈りのサークルの中に C.J.P.M.への祈りが加わった。 
(37)「C.J.P.M. Notes.」「C.J.P.」Vol.Ⅰ. No.4. July,1926. 
(38)前掲注(31)「Letter from Miss Burnet. “Berachah” Nyack, New York. June 5th 1926.」 
 この手紙はニューヨークにあるキリスト者同盟の創始者 A.B. シンプソン
(Albert.B.Simpson)の墓地に訪れたときに書かれた。 
(39)「Letter from Miss Burnet. Los Angeles, September 7th, 1926.」「C.J.P.」 Vol.Ⅱ. No.1. 
OCTOBER,1926. 
(40)前掲注(31)「Letter from Miss Burnet. “Berachah” Nyack, New York. June 5th 1926.」 
(41)「FIELD NOTES BY SUPERINTENDENT. 2.Field Organisation.」「C.J.P.」Vol.Ⅱ. No.2. 
JANUARY,1927. 
 「信仰の純潔保持のために，日本名「福音伝道協会(Fukuin Dendo Kyokwai)」，“Gospel 
Evangelical Alliance” として知られる一つの同盟として形成されます」「C.J.P.M.の働きの
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結果としてできた教会は完成された形で，新約聖書に示された独立，自治の教会となるで
しょう」としている。1927 年 1 月帝国議会提出の宗教法案は，3 月審議未了廃案となった。 
 なお，館林教会が 1926 年 12 月 23 日，福音伝道協会最初の県認可教会となっている（「教
会規則認可申請書」 『昭和 17 年教会規則』群馬県立文書館所蔵 行政文書 簿冊番号昭
1618）。 
(42)「Our First Annual Meetings」「C.J.P.」Vol.Ⅱ. No.4. JULY,1927. 






 舟喜麟一の「協会」での立場は「年会議長」(第五条第九項)である。1934 年 2 月の規則
訂正で年会議長は「理事会の理事長たるべし」(第五条第五項)となる。C.J.P.M.での立場は
「C.J.P.」1927 年 1 月号から示される Chairman of Field Conucil である。  
(44)この前橋教会(朝日町 3 丁目 20-20)は現在単立教会で(「群馬県宗教法人名簿」2012 年
2 月)，日本福音キリスト教会連合所属である。バーネット召天 1 年 8 ヶ月後 1953 年 3 月
の「協会」年会に前橋教会(牧師舟喜麟一)から脱退通知文が提出された。同年 6 月には清
王寺町 124 番地(現在日吉町 2 丁目 10-10)に戦後建設された聖書学寮が，前橋教会として
福音伝道協会に加入，これが現在の福音伝道教団前橋教会である(前掲注(８)「福音伝道教
団史年表」144 頁)。なお，朝日町(旧百軒町)の前橋教会が福音伝道教団との「被包括関係
の廃止の公告」確認書が提示されたのは 1955 年 8 月 31 日である。 





(47)M.A.バーネット著『ロマ書註解』福音伝道教団 1956 年 12 頁 
 本書はバーネットが戦時抑留中の 1942 年 1 月頃から前橋百軒町の宣教師館で執筆，翻訳
され，匿名で「福音伝道新誌」1942 年 8 月号から連載が始まった。 
(48)市川惣蔵「教師としてのバーネット先生」前掲注(21)『馨り』所収 
(49)小澤貞子「信仰の母」前掲注(21)『馨り』所収 
(50)「The First Fruits of Maebashi.」「C.J.P.」Vol.Ⅳ. No.1. November,1928. 
(51)石井正編集『M.A.バーネット先生選集』第 3 巻 1974 年 「十誡」 90 頁 
 1932 年 9 月から翌年 9 月まで前橋の聖書学寮でバーネットの講義を聴いた石井正が，戦
後当時の筆記ノートをもとにまとめた。 
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(52)「The Old Order Changeth. Part2 THE GOVERNMENT TURNS TO SHINTOISM FOR 




(53)「A Joyful Day at Haniu」「C.J.P.」Vol.Ⅲ. No.8. August,1928. 
(54)前掲注(22)「A Retrospect. by Miss Burnet」 
(55)「A Letter form Miss Burnet. Tatebayashi, Gumma Ken. Japan, June 14th,1928. 」「C.J.P.」
Vol.Ⅲ. No.8. August,1928. 
(56)「Australasian Notes」「C.J.P.」Vol.Ⅳ. NO.5. NOVEMBER,1929. 
(57)「A Letter form Miss Burnet. Leicester. October 8th, 1929.」「C.J.P.」Vol.Ⅳ. NO.5. 
NOVEMBER,1929. 
(58)「Christmas in Maebashi」「C.J.P.」Vol.Ⅵ. NO.1. NOVEMBER, 1931. 
(59)受洗者 92 人は「A Retrospect. by Miss Burnet」「C.J.P.」Vol.Ⅲ. No.6. February,1928.，
受洗者 420 人は「1925－1934」「C.J.P.」Vol.Ⅸ. No.1. February,1934. による。 
(60)佐藤賢著『國民國防同盟會記念録』國民國防同盟会 1935 年 38 頁 
 同会は「満蒙既得権益確保並ニ権益確保ヲ持テ満蒙移民ニ對スル積極的政策ノ確立ヲ期
ス」ることを目的とし，「新兵器充実費の援助」「出征兵士並ニ其家族ノ慰問」などを事
業とした(「会則」同書 27 頁)。 
(61)拙稿「昭和の戦争とキリスト教」『群馬文化』第 323 号 2015 年 21～25, 32～33 頁 





(63)「Facts and Visions」「C.J.P.」Vol.Ⅷ. No.1. February, 1933. 






Christian and Missionary Alliance Mission)がある。その宣教師の一人メーベル・ルース・フ
ランシス(Mabel Ruth Francis)によれば，帰国勧告は 1934 年のことであったという(メーベ
ル・フランシス著『ひとりが千人を追う』いのちのことば社 1969 年 28～34 頁)。 
(66)「Deputation Work.」「C.J.P.」Vol.Ⅸ. No.2. May, 1934. 
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(67)「Field Notes BY THE SUPERINTENDENT.」「C.J.P.」Vol.Ⅸ. No.3. August, 1934. 
 Miss トマス(Miss Grace Thomas)は 1931 年イギリスから来日した宣教師である。 
(68)「Field Notes BY THE SUPERINTENDENT.」「C.J.P.」Vol.ⅩⅡ. No.4 Nov., 1937. 
 フィラデルフィアの Berachah Church の共同牧師(Co-Pastor)のハーバード・フォッグ
(Herbert Hogg)の死を知らせで，彼は「近年結成されたアメリカの諮問評議会の議長」で
あったとした。「C.J.P.」同年 5 月号に彼を含む諮問評議会のメンバーが紹介されていた。 
(69)「A LETTER FROM MISS BURNET Ealing, January 23rd,1936.」「C.J.P.」 Vol.ⅩⅠ. No.1. 
February,1936. 
(70)「開拓に使して」「福音伝道新聞」1936 年 8 月号 
 新潟伝道開始に際し「この県においては福音主義の宣教師はいず，the simple Gospel を伝
道する日本人の福音的伝道者はほとんどいません」(「IN NIIGATA THE TIBET OF 
JAPAN 」「C.J.P.」Vol.Ⅹ. No.2. May, 1935)と紹介していた。the simple Gospel とは「協会」
機関誌にしばしば見られる「純福音」の英句ではないか。 
(71) たとえば「攻撃せんが為の攻撃，今も昔も變りがない。悪魔呼ばわり，非国民との
悪聲は珍しいことでない」(「マタイ傳略解卅五」「福音伝道新聞」1935 年 5 月号)の「今
も」が迫害あることを示すであろう。 
(72)「1938－AN ENCOURAGING YEAR」「C.J.P.」Vol.ⅩⅣ No.1.  Feb, 1939. 
 この記事でさらに「1,309 円 06 銭は二つ目の聖書学寮と協議会館の建設のために，いつ
でもこの目的のために充分な資金が手元にあります。戦争のために使われている建設資材
の巨大なコストの値上がりは，4 から 5 度の建設の試みを不可能にさせています」とした。 
(73)舟喜生「祈祷せよ」「福音伝道新聞」1937 年 9 月号 
(74)「福音伝道新聞」で報告されたものに限るが，1938 年 4 月号「消息」「北支に於て病
死」とした大間々教会の信者の戦病死の記事が最初であろう。 
(75)エフ生「主の僕を迎ふ」「福音伝道新聞」1939 年 7 月号 
(76)前掲注(61)「昭和の戦争とキリスト教」28～29 頁 
(77)「WATCHMAN WHAT OF THE NIGHT」「C.J.P.」Vol.ⅩⅣ. No.4．Nov-Dec., 1939. 




(79)「FIELD NOTES by the Superintendent Shortage of workers」「C.J.P.」Vol.ⅩⅣ. No.4. 
Nov-Dec., 1939． 
(80)「AN UNUSUAL GOSPEL SERVICE」「C.J.P.」Vol.ⅩⅣ. No.4．Nov-Dec., 1939. 
(81)「消息」「福音伝道新聞」1939 年 12 月号 
(82)M.A.バーネット「キリストを衣よ」「福音伝道新聞 伝道版」1939 年 12 月号 
(83)「WAR AND MISSIONS」「C.J.P.」Vol.ⅩⅤ. No.3. AUGUST, 1940. 
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(84)舟喜生「事ふる生涯」「福音伝道新聞」1940 年 7 月号 




(86)日本基督教団宣教研究所教団資料編纂室編『日本基督教団資料集 第 1 篇  日本基督
教団の成立過程(1930～1941 年)』日本基督教団出版局 1997 年 149～150 頁「日本福音
ルーテル教会教団規則作成の過程 総会議事録 6 諸報告」 
(87)C.J.P.M.ではカナダ出身の宣教師ポール・ランバル(Paul Rumball)が，この頃帰国して
いる(「上毛新聞」1941 年 3 月 26 日付)。教派合同ではたとえばバーネットが属していた
J.E.B.に起源を持つ諸教派は合同し，1940 年 11 月日本伝道基督教団を結成した。 
(88)「CAN FOREIGN MISSIONS STILL CONTINUE IN JAPAN」「C.J.P.」Vol.ⅩⅥ. No.3．
Aug.,1941. 
 この記事はバーネットが当時のキリスト教界の動向をまとめ分析したものである。引用
文は 1940 年 10 月 17 日青山学院で開催された「皇紀二千六百年奉祝」全国基督教信徒大会
の宣言文にある「吾等は全基督教会合同の完成を期す」を指しているのであろう。彼女は
この動きを「日本基督教聯盟(The National Christian Council)」が起こしたとしている。前
掲注(87)で示した日本伝道基督教団は日本基督教団創立時、これに参加している。 
(89)宗教結社「教団規則」(1941 年 4 月 1 日 福音伝道協会)が残されている。宗教結社は
地方長官(知事)への届け出制であるが，「協会」が実際に届け出たか，届け出が受理され
たかは不明である。なお，自給については 1941 年 3 月号「福音伝道新誌」「回顧」の記事
末尾に「(全自給を前に)」とあるので翌月から自給となったと考える。1939 年 12 月末現
在で，26 教会の内自給教会は 6 であり，自給体制をとることは困難を伴った(前掲注(61)
「昭和の戦争とキリスト教」30～31 頁参照)。 
(90)「福音伝道新誌」1941 年 2 月号 
 「主許し給わりし八月まで各地の巡回を終り日本に歸へらるゝ豫定」とある。 
(91)(92)前掲注(88)「CAN FOREIGN MISSIONS STILL CONTINUE IN JAPAN」 
(93)前掲注(89)宗教結社「教団規則」第五十六條 




できなかったであろう。「C.J.P.」は 1937 年 5 月号から東京で印刷していた。 
(96)「THROUGH THE WAR YEARS IN JAPAN」「C.J.P.」Vol.ⅩⅦ No.1. February,1947.～
Vol.ⅩⅦ. No.3. August, 1947. 
 これは D.A.パーの死後『神の賜物 ドロシー・A・パー師記念誌』(D.A.パーを支える会 
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1999 年)に「第二次世界大戦下の日本で」との題で翻訳され，収められた。 
(97)『横浜市史 2 第 1 巻(下)』1996 年 997 頁 
(98)「fear」「C.J.P.」Vol.ⅩⅥ. No.4．NOV. 1941. 
(99)「上毛新聞」1941 年 11 月 22 日付 オーストラリアのシドニーはトマスの「生れ故郷」
と記している。この時期でも出国の手段はあったことになる。 
(100)群馬県内に限るが，日本基督教団に加入した教会は 13 教会中 7 教会で，6 教会は 1942
年 3 月末日付で解散した(「昭和 17 年 寺院教会設廃」「教団ニ属セザル基督教会解散ニ
関スル件」群馬県立文書館所蔵 行政文書 簿冊番号昭 1633)。 
(101)前掲注(88)「CAN FOREIGN MISSIONS STILL CONTINUE IN JAPAN」 




抑留所に移送され，1943 年 9 月 13 日，第二次日米交換船帝亜丸で帰加した(2016 年 5 月カ
トリック桐生教会司祭土屋和彦談及び『からしだね カトリック桐生教会献堂五十周年記
念誌』カトリック桐生教会 1988 年)。 
(103)内務省警保局 復刻版『外事月報』第 4 巻 不二出版 1994 年 36 頁 「抑留の本
旨」及び『同』第 5 巻 5～6 頁「抑留者の移動」 
 バーネット，パー及びネトルトンの抑留理由は，「検挙すべき者以外の外諜容疑者」と
なっている。抑留解除後も容疑が晴れたわけではない。 
(104)前掲注(102)『敵国人抑留 戦時下の外国民間人』79～82 頁 
(105)「祈りの友へ」前掲注(96)『神の賜物』所収 64～69 頁 1945 年 10 月付 バーネッ
トとパー連名の手紙である。 
(106)前掲注(105)「祈りの友へ」 
(107)中村茂著『草津「喜びの谷」の物語 コンウォール・リーとハンセン病』教文館  2007
年 73 頁 
 パーはハンセン病が「発病していない子供達のホーム」(D.A.パー「回想録」前掲注(96)
『神の賜物』所収 42 頁)と記している。 
(108)「座談会(身邊記)」前掲注(21)『馨り』所収 
(109)前掲注(105)「祈りの友へ」 
(110)2013 年 10 月，日本聖公会草津聖バルナバ教会司祭松浦信氏の聞き取りによる。 
(111)前掲注(96)「THROUGH THE WAR YEARS IN JAPAN」 
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(114)「CENTRAL JAPAN PIONEER MISSION(Founded 1925)」April,1946. 45 Loveday Road, 
Ealing, London, W.13.  Yours in Christ Jesus, M.A.BURNET. 
  「Dear Friends and Prayer-helpers」とあり，支援者向けの手紙である。英文は未見ではあ
るが前掲注(105)「祈りの友へ」もその一つであろう。 
(115)「NOTES FROM THE HOME BASE」「C.J.P.」Vol.ⅩⅦ No.1. February, 1947. 
(116)「An Open Door for the Gospel」「THE MORNING COMETH AND ALSO THE NIGHT」
「C.J.P.」Vol.ⅩⅦ No.1. February, 1947. 
(117)「THE UNIQUE OPPORTUNITY IN JAPAN」「THE MORNING COMETH AND ALSO 
THE NIGHT」「C.J.P.」Vol.ⅩⅦ No.1. February, 1947. 
(118)「GOOD NEWS FROM OUR WORKER」「ANNUAL MEETINGS」「C.J.P.」Vol.ⅩⅦ 
No.2. May, 1947. 
(119)「JOTTINGS」「C.J.P.」Vol.ⅩⅦ No.2. May, 1947. 
(120)「A LETTER FROM MISS BURNET August 21ST 1947.」「ANNUAL MEETINGS」
「C.J.P.」Vol.ⅩⅦ. No.4. NOVEMBER,1947. 
(121)前掲注(26)「AT THE CRADLE OF THE C.J.P.M.」 
(122)前掲注(120)「A LETTER FROM MISS BURNET」「GENERAL CONDITION IN 
JAPAN」 
(123)前掲注(120)「A LETTER FROM MISS BURNET」「MAEBASHI」 




収 47 頁 
(126)「臨終記」前掲注(21)『馨り』所収 
(127)「前橋だより」「神の福音」38 号 1951 年 7 月号 
(128)舟喜ふみ「母のような先生」前掲注(21)『馨り』所収 
(129)拙稿「昭和初期キリスト教を受け入れた人々－福音伝道協会機関誌の信者の証言を中













A life of England missionary Marguerite Amy Burnet； 
A pioneer mission of “the Central Japan” in Taisho・Showa period 




 I would like to show the life of Marguerite Amy Burnet in this study. She came to 
Japan in 1917 as a missionary of the Japan Evangelistic Band and evangelized in “the 
Central Japan”, which includes Tochigi, Gumma, and Saitama Prefecture, etc. It was 
an evangelic faith which was to believe the Bible as it is that she brought to Japan. Her 
Missionary work was at the mercy of The Great Depression and The Second World 
War, however she did not give up  evangelizing Japan until her death, Then former 
Fukuin Dendo Kyokwai changed its name － Fukuin Dendo Kyodan. It has 55 
churches or stations for mission in the area of formerly named “the Central Japan”. 
